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お客さまのマルチベンダーなICT環境全体最適化をワンストップで⽀える
⽇本ユニシスグループの『インフラトータルサービス』企業

ユニアデックスのご紹介

社名 ユニアデックス株式会社

代表者 代表取締役社⻑ 東 常夫（とう つねお）

住所/TEL 〒135-8560 東京都江東区豊洲1-1-1
03-5546-4900（⼤代表）

設⽴ 1997年3⽉4⽇

資本⾦ 7億5,000万円

従業員数 2,891名(2016年4⽉1⽇現在)

売上⾼ 1,255億円（2016年3⽉期）
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未来サービス研究所

未来予測

出典：特定非営利活動法人 日本ネットワークセキュリティ協会
http://www.jnsa.org/result/2015/miraiyosoku.html

ビジネス共創 先端技術
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⼈⼯知能とは
⼈⼯知能（Artificial Intelligence）：
⼈⼯的に⼈間と同様の知能を実現させようという試み、
或いはそのための⼀連の基礎技術を指す。(Wikipediaより)

⼈間のように思考するAI（強いAI）
汎⽤⼈⼯知能 AGI
特定⽤途AI（弱いAI）

例：囲碁、画像から⼈物を特定、株式取引、調理レシピ作成…
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⼈⼯知能ブーム
60年前から浮沈を繰り返してきた
第１次ＡＩブーム

（1956〜70年代）

第２次ＡＩブーム
（1980年代）

第３次ＡＩブーム
（2012年〜）

「⼈⼯知能」の⼈気トレンド
(Google Trend)

機械学習、Deep Learning

エキスパートシステム、第五世代コン
ピュータ

探索、推論

冬の時代

冬の時代

全結合のNN
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前回のＡＩブームとの違い
• ルールベースAIから機械学習AIへ

• 状況の変化
• データ資源の増⼤化（通信技術進化、スマートフォン普及、SNS、IoT ）
• データ処理アルゴリズムの進化（ディープラーニング等）
• コンピューティング能⼒向上（ GPU 、FPGA 、ニューロチップ）

専⾨家がルールを
記述

ルールベース

データから
ルールを獲得

機械学習

帰納的アプローチ演繹的アプローチ
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ディープラーニングによるブレークスルー
劇的に進化：ただし技術⽔準は分野により異なり過度な期待は禁物

⼈間を凌駕

⼈間と同等

⼈間未満
だが実⽤域

分野限定で実⽤可

実⽤には不⼗分

囲碁

顔認識

画像認識
⾳声認識

テキスト
翻訳 予測分析

質問応答

⾃由な対話

DLによるAI技術

第3次AIブーム以降の進歩

（出所）http://itpro.nikkeibp.co.jp/atclact/active/16/081000087/081200001

近年急激に進化した領域
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「ＡＩ」といっても様々なレベルがある

ＡＩの４つのレベル

レベル 特徴と具体例

レベル1 単純な制御プログラム 温度の変化に応じて機能するエアコンや冷蔵庫
など。

レベル２ ルールベース
対応のパターンが⾮常
に多いもの

将棋のプログラムや掃除のロボット、質問に答
える⼈⼯知能など。
予め全ての規則を与えておく。

レベル３ 機械学習
対応パターンを⾃動的
に学習するもの

検索エンジンやビッグデータ分析で活⽤。
⼊⼒から出⼒を得るルールを、データから新た
に学習する。特徴量は⼈間が設計する。

レベル４ 特徴表現学習
特徴量も⾃⼒で獲得す
るもの

対応パターンの学習に使⽤する特徴量を⾃ら発
⾒し⾼精度な分析が可能。
⼤量の計算資源を必要とする。

出所：「⼈⼯知能は⼈間を超えるか」松尾豊（東京⼤学准教授）より引⽤補⾜

⼤⼈のAI

⼦供のAI
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⽤途レベルの分類
ホワイトカラーの仕事の機械化が進む
現在ビジネス的に注⽬されている領域は「プロの仕事の機械化」

第1段階（これまで）
⼈間がコンピュータに意味やパ

ターン、ルールを教える（プログ
ラミングする）

第2段階（現在）
機械が⼈間のやり⽅を学んで、

データの中から意味やパターン、
ルールを⾒つけ出す

第3段階（これから）
機械が⼈間に頼らずにデータを学
び、意味やパターン、ルールを⾒

つけ出す

単純労働の機械化

プロの仕事の機械化

データ分析の仕事の機械化

(出所)⽇経コンピュータ2014/1/9号
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ＡＩにより代替される仕事
2030年に⽇本の労働⼈⼝の半数が⼈⼯知能で代替可能に（野村総合研究所）
⽶国の雇⽤の半数がコンピュータに代替（オクスフォード⼤）

（出所）2015年12⽉02⽇・株式会社野村総合研究所
https://www.nri.com/jp/news/2015/151202_1.aspx

⼈⼯知能やロボット等による代替可能性が⾼い100種の職業

(出所)オックスフォード⼤「The Future Of Employment: How 
susceptible are jobs to computarisation?”」(2013)を基に総務省作成

(出所)新井紀⼦著「コンピュータが仕
事を奪う」(2010年12⽉)
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少⼦⾼齢化による労働⼒不⾜を、⼈⼯知能が補う
AIとロボットを活⽤しなければ2030年の雇⽤が735万⼈減(経産省試算 2016.7)

(出所) 官邸「新産業構造ビジョン」より 出所：TED Rainer Strack⽒ 講演資料 2014.10

2030年には世界中で労働⼒不⾜に
「現状放置シナリオ」か「変⾰シナリオ」か
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2020年に30兆円市場へ（国内）
• 政府がGDP600兆円に向け2020年に30兆円市場に(2016.6⽇本再興戦略)
• ⽂科省では⼈⼯知能研究開発に10年で1000億円（2015.8）
• 経産省・総務省・⽂科省 ３省連携により、⼈⼯知能の研究開発⽬標と産業化

のロードマップを本年度中に策定 (2016.4)

(引⽤元)新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) AIポータルサイト
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ＡＩ関連の市場予測（世界市場）
知識労働⾃動化による経済的インパクトは2025年時点で5兆ドルを超
える（⽶McKinsey）

(出所) 総務省インテリジェント化が加速するICTの未来像に関する研究会「報告書2015」
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実⽤化され始めたＡＩ

東⼤医科研付属病院

病名突き⽌め患者の命救う

みずほ銀⾏

対応時間が30分から8分に短縮

ティッセンクルップ

エレベーターのセンサーデータ
を使った予測保守を実現

Google

データセンターの冷却電⼒を
40％削減

ケイ・オプティコム

発⾒困難だった通信障害を検知
可能に

アサヒビール

新商品需要予測

精度は90％
(出所) 各企業ニュースリリース（画像はイメージ）
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ビジネス活⽤

実現可能性の整ってきた技術を、⾃社事業で活⽤
→トライアルから始めてデータと知⾒の蓄積を開始

現状

近い将来に

実現可能な
領域

将来実現される
かもしれない

不確かな領域

ビジネスで検討すべき範囲
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ユニシスグループのＡＩに関する取り組み

AI , by our side
⼈に寄り添う⼈⼯知能

Technology Foresight 2016

「⼈⼯知能を融合した

会議⽀援空間」

(イトーキ共同研究)

NII⼈⼯知能プロジェクト
「ロボットは東⼤に⼊れ

るか」

R&D

書籍
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ＡＩがセンター試験模試に挑戦
NII⼈⼯知能プロジェクト「ロボットは東⼤に⼊れるか」へ参加
センター試験模試「世界史B」で、
2015年に偏差値66.5, 2016年に偏差値66.3という成績を達成

⽇本ユニシス

※⽇本ユニシスの成績は2015年度および2016年度の「東ロボくん」の成績のみ

5教科8科⽬の合計で525点(偏差値57.1)
→国公私⽴535⼤学で合格率80％以上

出所）http://www.nii.ac.jp/news/2016/1114/
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コンセプトイメージ：AIが、会議における発話やその場の状態を読み
取り、キーワードやレコメンド情報を壁やテーブルに表⽰

ＡＩを融合した会議⽀援空間 ⽇本ユニシス
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ＡＩについて当社(ユニアデックス)の取組み

•障害予⾒化

•コール対応スピード化

保守サービス

•サイレント障害の発⾒

•無線LANユーザー体感品質向上

ネットワーク

•不正⾏動検知（情報漏えい防⽌）
コンプライアンス

•センサーデータの特性把握、異常監視

•製造ライン不良検知

IoT

適
⽤
例

活⽤範囲と効果を⾒極めるため当社の業務へ適⽤し実証

ノウハウ

熟練エンジニアのノウハウを形式知化
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Case1:システム予兆保守に向けた取組み
⽬的 システム障害を予測することで事前の保守対応を可能に

対象データ システムログ
アプリケーションログ 利⽤アルゴリズム分類 機械学習／異常検知

実証実験 2015年2⽉ 社内クローズドシステムを使った実証実験→完了
2016年10⽉〜 クラウドサービス環境で実証実験→実施中

監視センター

保守部⾨

ログ

正常時の
パターンを記録

障害予兆AI

予兆を検知

主管部⾨

定期保守で対応可能

障害の7日～12日前に予兆を検知
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機械学習を使った障害予兆検知
• 予め正常期間のログを数値化して特性を学習させモデルを作成
• データ特性の変化から静的な閾値監視では検知できない異常を障害予兆として検知

閾値監視では検知できない特性変化

No 分類 データ（グラフ）イメージ 検知したいシステムの異常状態（例）

1 周期特性
システムの
周期性を考
慮した異常
検知

- 過去の周期特性との⽐較
- ⽇次ジョブを実⾏するシステムにおいて、Disk I/Oの平均

時間が普段より遅くなったことで、ジョブの処理遅延が発
⽣した

- ⽇次ジョブを実⾏するシステムにおいて、DBのクエリ処理
件数が普段より減少し、ジョブの処理エラーが発⽣した

2 多軸相関
相関の⾼い
複数データ
に対する異
常検知

- 複数サーバー間・複数メトリック間での⽐較
- 並列分散システムで、何れかのサーバーで異常が発⽣し、

その影響で全体の処理性能が低下している
- 3層構造システム（Web/AP/DB）において、何れかのサー

バーで処理のボトルネックが発⽣している

3 変化点検知
状態の変化
に対する異
常検知

- 値の遷移を分析
- CPUやMemory使⽤率、Disk I/Oの値が急激に上昇し、⼀

時的ではなく、上昇したままの状態が継続している
- 外部から攻撃によってNW通信量が段階的または継続的に上

昇している



©2016 UNIADEX, Ltd. All rights reserved.27

実証実験の結果（多軸相関の例）
• 実証実験では障害発⽣の1〜2週間前(7⽇前、12⽇前)に予兆を検知
• 下例では12⽇前に異常が捕捉できた

予兆（いつもと違う） 10/15,21,22
2号機が不安定となり検索処理が実行できなくなる状態が発
生

正常（いつも通り） 7/1~10/14
すべてのWebサーバーで一様に検索処理を実行している
状態（相関が強く、偏りが無い）

Webサーバー2号機における
検索処理件数

Webサーバー3号機における
検索処理件数

Webサーバー1号機における
検索処理件数

問題事象発生 10/27~
2号機が完全に検索処理を実行しなくなり、その要求が他の1,3
号機に回されている状態

問題発生の予兆が検知できるかを確認する

(1) データ特性判定 → アルゴリズム選定

(2) アルゴリズムのシミュレーション → 初期モデル生成

(3) 異常判定
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Case2:保守の効率化、満⾜度向上へ向けた取り組み
⽬的 コール内容から障害内容を予測し、対策をレコメンド

対象データ コール履歴(障害対応履歴) 利⽤アルゴリズム分類 ⾃然⾔語処理

実証実験 2016年10⽉〜 実証実験に向けたプロトタイプ開発

対策推奨AI

障害履歴、対応履歴、構成データ
ベース、パーツ発注履歴から学習

コーパス

コール内容から適切な対策を推奨
運⽤に即した⾃動学習

保守対応
出動要請

○⼀次対処実施
(ステータス確認、ログ収集等)

○保守エスカレーション

保守オンサイト作業員

サービスデスク

保守部⾨

出動要請

主管部⾨

障害検知

障害履歴
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ＡＩ導⼊に向けたフェーズプラン

0.技術調査

1.事前検討

2.実証実験(PoC)

3.導⼊＆運⽤

１．事前検討
課題の選定（成否判定など評価のできるもの）
データ選定
アルゴリズム選定

２．実証実験 PoC
１〜３か⽉程度⽬安
結果次第で繰り返す

３．導⼊＆運⽤
スモールスタートで段階的に適⽤
評価と再学習運⽤の実施（PDCA）

０．技術調査
できることできないことの⾒極め
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ＡＩとＩＴの進化
今回のＡＩブームの成果を取り込み更に進化

ノイマン型コンピューター
ネット
ワーク

ＰＣ
インター
ネット

Web
クラ
ウド

スマート
デバイス

IoT
AI/ロ
ボット

1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年〜 2005年〜 2010年〜 2015年~

第１次ＡＩ
ブーム

（1956〜
70年代）

第２次ＡＩ
ブーム

（1980年
代）

第３次ＡＩ
ブーム

（2012年
〜）
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従来のＩＴとＡＩとの相違点

◎既存ITとの適材適所の使い分け／ハイブリッド型となる。

機械学習型アプローチ（帰納的）
データによる学習

精度を上げるにはデータを⼤量に与える

⼤量のデータ準備が必要（要件定義不可）

結果が得られた理由を説明できない

知財は、学習後のモデル、または、教師データ

従来型アプローチ（演繹的）
ウォーターフォール型開発

精度を上げるには計算式の複雑化が必要

論理を明確にすることが必要（要件定義可）

結果が得られた理由を説明できる

知財は、作成したアプリケーションプログラム
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ＡＩ技術選定のポイント
プラットフォームを使い容易に試⾏錯誤をすることが可能

選定ポイント
 プロダクト vs サービス
 学習済みモデル vs 個別データを使った学習
 データの種類・量

ＡＩプラットフォーム 学習済みモデル

アルゴ
リズム

教師
データ

学習済
みAI
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ＡＩ導⼊に求められるスキル

データ
分析⼒

ITの⼒

課題解決⼒
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ＡＩ導⼊に求められるスキル

＝データサイエンティストに求められるスキルセット

ビジネス⼒

データエン
ジニアリン

グ⼒

データサイ
エンス⼒

１）AIで何を解決するか明確化
過⼤背景を理解した上でビジネス課題
を整理し、解決する⼒

２）どのように解決するか判断
情報処理、⼈⼯知能、統計学な
どの情報 科学系の知恵を理解
し、使う⼒

３）解決策を実装
データサイエンスを意味のある
形に使えるようにし、実装、運
⽤できるようにする⼒

出展：データサイエンティスト協会 （2014 /12/10）出展：データサイエンティスト協会 （2014 /12/10）
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ＡＩとＩＴの未来像

雇⽤の奪い合い
既存ＩＴの置き換え
・・・ではなく

既存のITシステム
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既存ITを軸にAIが個⼈⼒を強化する

ＡＩとＩＴの未来像

学習済みAIによる⽀援と、AIへの学習

学習済みAIによる⽀援と、AIへの学習

既存のITシステム
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個⼈の知恵を集約し組織全体へ共有

ＡＩとＩＴの未来像

学習済みAIによる⽀援と、AIへの学習

学習済みAIによる⽀援と、AIへの学習

既存のITシステム

個⼈⼒の集約

個⼈⼒の集約

組織内での共有

組織内で
の共有
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ＡＩのネットワークが企業⼒となる

グループ内での共有

グループ内での共有

ＡＩとＩＴの未来像

学習済みAIによる⽀援と、AIへの学習

学習済みAIによる⽀援と、AIへの学習

既存のITシステム

個⼈⼒の集約

個⼈⼒の集約

組織内での共有

組織内で
の共有



©2016 UNIADEX, Ltd. All rights reserved.40

まとめ

「未来を予測する最良の⽅法は、それを発明してしまうことだ」（アラン・ケイ）

ＡＩは様々な⽤途に使える「道具」です。
うまく活⽤できるかどうかは使う⼈次第です。




